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信
用
の
生
陪
性

事
王
蹴

/又

出
伊
豆
寸
ご
笹

五
四
八

信

生

産

』性

用

の

中

ノ'，'、
'D~ 

買

)予

一一三

信
用
の
世
間
が
生
庄
司
凶
要
素
の
新
ら
し
き
払
ん
け
を
油
じ
て
新
ら
し
き
作
一
琵
h
A

左
側
川
し
作
る
と
一
パ
ム
事
は

E
t古
川
川
丸
山
二
点
、

i
f
f
!
2
n
J
』

て
一
般
に
認
め
ら
る
る
川
で
あ
る
の
而
し
て
仰
統
的
な
る
比
仰
が
、
州
制
行
山
伝
川
出
川
限
刊
一
を
交
入
れ
た
奇
J
V
品
川
内
的
に
限
定
せ

λ

と
す
る
に
劃
し
て
、
叙
行
が
斯
か
る
受
入
れ
た
る
校
合
め
州
側
を
也
え
て
よ
心
事
一
刻
の
一
伝
川
を

O
m
(
L
作
る
と

rTP
事
zμ

、
現
時

ι於

」
は
一
般
支
配
的
た
る
兄
仰
と
な
っ
て
ゐ
。

目
、
、
的
行
が
公
衆
の
貯
ま
川
守
内
投
性
、
に
振
向
け
る
引
に
土
っ
て
円
外
角
川
の
級
制
hv
一川

能
在
ら
し
め
ん
と
す
る
に
針
し
て
、
後
者
は
よ
り
大
な
る
役
引
ー
に
よ
っ
て
川
生
産
力
山
拡
大
を
質
問
ば
し
作
る
も
の
と
す
る
山
で
巴

る
。
前
ふ
迄
も
泣
く

此
凡
可
附
つ
の
凡
制
川
に
於
け
る
論
一

γ
山
は
柑
々
の
出
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

従
来
共
の
い
帆
本
的
な
る
も

の
と
し
て
は
銀
行
流
動
刊
が
山
中
げ
ら
れ
た
の
一
L

あ
っ
て
、
民
に
叙
行
の
信
州
版
以
限
度
も
亦
此
の
銀
行
流
動
什
に
北
怖
い
て
ん
川
ぜ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
山
ち
一
…
例
を
中
く
れ
ば
、

江
川
九
州
の

J

山
相
如
上
り
銀
行
に
於
け
る
信
山
城
訟
の
可
否
を
前
十
る
に
際
し
て
も
、

m
h
h
A

内
出
坂
元
品
川
訪
日
本
山
川
乏
ル
ら
枚
一
川
す
れ
ば
飢
行
小
川
副
引
の
危
州
に
掛

7
る
事
か
ら
也
る
士
九
る
か

又
は
析
か
る
流
動
刊
を
州

w
'
E
M
m
叫
力
臼
あ
る
も
の
と
見
る
か
が
品
川
安
な
る
抑
制
の
一
で
あ
り
、
到
に
側
々
の
飢
行
に
つ
い
て
又
は
銀
桁
会
聞
と
し
で
竣
古
川
町
信
州

w
相
川
以
が
可
能
な
る
か
を
市
中
る
に
際
し
て
も
、
山
M
Lゎ
-
山
記
山
え
川
川
刈
川
崎
市
点
町
型
在
る
削
却
を
な
し
で
・
ぬ
る
事

t
t
っ
て
も
川
も
払

，~-_ --: l'{ l'J. -F c 新正融珂!前
前1~ 1\'



で
あ
ら
う
。

切
-
川
、
銀
行
の
流
動
刊
は
、
信
川
問
題
を
い
取
扱
ふ
に
際
し
て
飽
〈
迄
J
L

芹
安
た
る
L

の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
問
慌
の
川
国
と
し

」
は
、
従
来
と
て
も
銀
行
信
川
の
背
後
に
は
討
に
よ
り
大
友
る
凶
山
棋
の
信
川
が
時
え
で
む
た
の
で
あ
ウ
て
、
銀
行
川
町
制
州
い
が
破
杭
に

瀕
す
る
時
に
は
討
に
閥
米
が
共
の
救
消
に
白
山

J

て
引
た
も
の
で
あ
り
、
殊
に
口
以
妊
の
い
川
一
〈
、
町
山
家
信
引
が
信
川
制
城
に
於
一
一
干
M
I
た

る
地
位
主
占
め
る
に
ザ
一
れ
ば
、
流
間
性
心
者
出
共
の
も
の
よ
り
も
年
ゐ
、
信
川
刊
校
生
の
根
城
た
る
共
の
生
産
相
が
一
一
股
叩
似
せ
ら
れ

刊
日
ば
た
ら
ぬ
事
と
た
る
ロ
即
ち
、
信
川
の
生
陀
刊
如
何
に
基
い
て
信
川
浩
川
の
問
閣
を
批
判
し
、
信
川
杭
阪
に
よ
っ
て
新
ら
し
く
作

呂町
三己ゴj
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信
刑
法
本
の
F

引
す
る
川
は
信
川
開
眼
が
ん
の
故
以
を
執
は
す
け
れ
北
九

此
れ
を
超
え
て
の
伝
川
猟
阪
が
わ
中
川
リ
ん
川
一
↓
似
た
る

事
を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

γ
ん
現
貨
の
川
出
と
し
て
も
、
花
園
の
戦
時
前
川
怖
が
、
来
年
多
制
の
い
一
目
授
行
に
よ
っ
±
非
し
き
」
市
川

の
膨
脹
を
来
せ
し
に

uN
り

一
方
L
は
公
約
的
化
の
問
問
と
陥
聯
し
川
方
に
は
休
削
生
産
諸
川
の
打
無
に
よ
っ

、IJV
交
」
八
三
、
J
j

、、
以

/
F
i
l
l
(
J
 

パ
ー
債
増
設
の
可
否
が
前
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
信
川
は
何
に
よ
っ
て
共
の
生
応
力
を
後
叫
し
作
る
か
、
挽

リ
せ
ば
伝
川
川
心

A
一本
L
」
な
る
も
の
は
如
何
た
る
J

も
の
で
あ
る
か

文
信
川
桂
木
の
放
川

E
後
押
し
生
白
力
主
例
法
す
可
雪
信
川
に
は
如
何
た
る
も
の
が
あ
る
か
。

更
に
信
川
北
小
平
に
よ
ワ
て
伝
川
が
川
ハ

の
生
首
位
主
同
岐
に
疫
抑
す
る
鳩
め
に
は
如
何
在
る
勾
山
町
が
必
叫
か
、
従
っ
て
又
純
粋
粧
品
約
的
な
る
信
川
杭
弘
山
市
伎
山
山
が
何
民

に
有
す
る
か
、
と
ム
ム
事
が
た
づ
巧
保
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
や
。
次
で
は
、
土
り
!
日
刊
さ
凶
次
的
見
地
よ
り
伝
川
の
生
内
性
が
如
何
に
利

則
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
む
か
と
一
五
ム
事
が
検
討
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
で
あ
ら
弓
c

私
は
本
杭
に
於
て
、
斯
か
る
九
州
よ
り
伝
川
内
生
内

信
用
の
生
侍
性

品
開
正
五
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二
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一
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H
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U
J
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Y
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信
仰

ω
生
産
性

第
五
十
二
巻

1λ1 

0 

第
ヰ
錠

五
五

O

刊
に
若
干
の
総
討
を
加
へ
た
い
の
で
あ
る
。

信
用
と
共
の
基
本

一
般
に
一
信
川
法
本
と
一
H

は
れ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
佐
川
川
民
本

信
別
炉
そ
れ
に
よ
っ
て
生
直
性
を
焚
叫
し
件
る
基
本
と
な
る
も
の
は
、

に
は
如
何
な
る
も
の
が
者
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
。
ヨ
ニ
一
は
「
持
倒
恐
怖
取
と
、
閣
内
的
生
尽
の
遂
行
に
必
嬰
な
る
氏
以
料
品
ー
と
か
ら
時

る
所
の
閲
川
北
絞
済
的
信
用
品
本
は
、
銀
行
の
信
川
剖
川
県
に
悲
い
て
同
氏
料
、
内
に
利
叩
せ
し
め
ら
れ
る
肱
引
力
が
沼
山
ゅ
う
る
川
の
咋
一

の
源
泉
で
あ
る
」
と
述
べ
、
持
働
力
と
原
料
品
と
一
五
ふ
二
つ
の
生
産
延
安
の
祁
態
的
な
た
い
い
阿
に
信
川
恭
本
主
求
め
て
ゐ
る
の
で
め
る
c

然
る
に
巴
2
H
O
吋
同
空
白
如
雪
は

一
剛
氏
杭
前
内
信
川
基
本
を
共
此
に
於
け
る
信
誌
の
全
世
に
求
め
、
此
の
信
認
を
机
成
寸
る
も
心

と
し
て

J
河
川
川
せ
る
凶
家
秩
序
法
律
秋
序
、
生
命
の
安
会
壮
、
取
引
一
党
通
の
叫
川
町
性
及
び
同
際
的
刑
令
的
の
千
和
等
を
州
中
ぐ
る
し
」
比
ハ
に

び
〈
に
経
済
州
合
柿
成
円
以
の
人
格
的
信
頼
れ
を
前
向
し
、
叫
に
々
汁
版
業
領
域
内
折
竿
行
附
放
に
公
け
る
峨
栄
治
悼
の
主
要
一
円
出
る
川
以
を

強
制
し
て
ゐ
る

U

即
ち
前
者
は
信
別
に
土
つ
一

L
U接
に
制
詑
動
抗
せ
ら
れ
る
も
の
を
鼎
げ
、
後
者
は
よ
り
前
汎
に
信
川
が
北
ハ
の
生
可

性
主
食
却
し
得
り
き
基
礎

E
F副
せ
る
も
の
と
旨
ム
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
前
者
の
立
刊
掛
か
ら
一
五
ワ
て
も
.
y
J
=
一
山
県

け
る
が
如
き
も
む
で
は
未
だ
不
充
分
で
あ
っ
て
、
孜
々
は
、
未
就
業
の
又
は
オ
プ
チ
マ
ル
に
利
川
せ
ら
れ
ざ
る
川
町
仰
力
、
ー
だ
利
川
せ

ら
れ
千
一
止
は
オ
プ
千
マ
ル
に
利
川
せ
ら
れ
古
る
阿
川
村
巾
出
生
泣
物
生
加
川
及
び
訂
作
(
刈
等
に
加
ふ
る
に
、
荒
品
川
一
中
充
分
利
川
せ
ら

れ」
C

る
土
地
点
林
等
を
山
市
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
し
、
更
に
間
接
に
川
拐
さ
る
可
き
伝
川
県
本
と

L
二
、
凶
内
在
ぴ
伶
川
州
手
凶

に
於
け
る
叶
町
長
心
喚
起
正
ぴ
に
指
導
、
新
市
抑
制
む
州
知
}
刷
門
村
判
川
口
川
に
代
ふ
る
に
外
凶
郎
町
川
川
む
れ
川
刷
、
新
ら
し
芝
生
時
主
仕
心
祝

川
札
び
払
鮒
心
北
山
此
等
、
総
て
批
判
企
来
白
蛍
込
を
吋
能
な
ら
し
め
、
』
凶
山
貴
牛
れ
世
耐

E
U哨
大
し
併
せ
て
生
時
柑
喚
訟
の
よ
り
才
プ
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チ
マ
ル
一
一
疋
結
ム
n
を
可
能
た
ら
し
め
る
が
如
き
、
総
て
の
事
怖
を
考
人
ね
ば
主
ら
心
心
で
あ
る

M
T

次
に
イ
山
内
如
忠
一
信
川
北
川
本
に
よ
う
で
生
月
刊
を
設
現
寸
可
愛

ι日
刊
は
問

J

々
の
形
態
を
執
わ
り
て
引
は
れ
る
で
あ
ら
う
が

を
大
別
す
れ
ば
、
過
去
む
貯
鴇
に
仲
間
い
て
則
(
へ
ら
れ
る
所
の
伝
川
と
附
加
的
に
仰
治
せ
ら
れ
る
信
川
と
に
先
づ
分
た
れ
、
史
に
共
の

各
々
に
於
て
、
信
附
白
川
注
に
従
っ
て
的
資
信
川
と
生
自
信
川
と
に
八
J

た
れ
る
。
然
ら
ぽ
此
等
弁
柱
内
信
川
と
前
川
辿
心
如
き
伝
川
北
~

本
と
は
如
何
在
る
闘
聯
に
於
て
共
心
生
産
州
口
を
没
抑
す
る
か
。
制
ふ
迄
も
な
く
信
川
取
引
の
針
仙
載
を
在
す
も
の
は
治
に
附
引
力
で
あ

る
ロ
モ
し
て
又
、
信
用
品
本
を
最
も
狭
義
に
僻
し
て
諸
積
の
遊
休
生
問
事
一
素
と
見
る
た
ら
ば
、
此
れ
が
利
川
は
兆
知
心
的
桁
又
は
此
(

乱
守
軒
獲
得
す
る
矯
め
の
諸
山
古
川
に
依
存
す
る
c

印
ゆ
り
先
づ
信
川
の
内
鮮
を
な
す
時
武
力
の
大
き
さ
と
、
諸
々
の
信
川
県
本
主
利
川
す

る
翁
め
の
諸
費
問
の

J

向
さ
と
の
関
係
如
何
に
従
う
て
、
信
別
は
或
は
札
(
の
生
計
制
は
を
品
川
抑

L
又
は
渡
部
し
左
い
で
る
ら
う
し
、
吏
に

生
産
性
殻
却
の
税
広
に
於
て
も
雄
々
の
Y
A
同
刊
を
生
炉
る
の
で

b
る
。
此
の
刊
朝
合
、
昨
民
力
の
大
脅
さ
を

日
山
一

σ}vzo一昨

〉
円
〈
亡
、

1
2

0

虫

i
u
d
z

財
の
似
格
水
準
に
従
つ
f
一
此
れ
を
見
る
可
き
か

父
は
↑
般
物
倒
水
準
に
従
っ
て
此
れ
を
見
る
可
き
か
に
つ
い
で
は
議
九
州
が
J

引
す
る

で
あ
ら
う
が
、
此
応
で
は

同
2
E
U
K
ね
ひ
似
た
い
誌
は
訓
ム
迄
も
攻
い
。

又
向
日
仙
の
関
係
が
、
伝
川

E
利
川
す
る
釘
め
の
州
北
川
と

信

m廿
昨
木
の
伯
片
憎
ん
一
の
山
間
聯
に
つ
い
て
も
丸
ら
れ
仰
る
事
は
れ
ふ
ん
止
も
な
い
川
で
あ
っ
て

迎
!
日
山
、
北
川
幣
利
子
又
は
叙
行
刑
一
上
山
引

下
げ
が
、
生
産

M
1
r治
山
河
川
と
む
悦
裂
の
州
川
合
縫
い
て
は
共
等
む
生
尽
の
引
〈
口
を
唆
史
し
、
同
時
に
所
初
心
配
分
凶
係
を
秘
史
一
9

る

事
に
よ
っ
て
生
産
の
噌
加
を
質
ら
す
と
一
五
ム
、
弘
泊
の
信
周
辺
治
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
信
川
の
制
法
と
信

別
恭
平
の
利
加
と
の
闘
係
、
延
い
て
は
伝
川
が
信
川
必
十
併
に
ょ
う
て
尖
心
生
喧
性
を
汲
却
す
る
市
中
川
川
北
び
に
科
皮
は
、
作
村
山
伝
川

前
肌
(
の
事
的
に
よ
っ
て
説
、
る
が
故
に

刊ぃ
l

川
訟
に
北
山
ぐ
信
則
と
附
加
的
信
川
と
に
分
っ
て
均
一
ザ
7
る
市
中
し
一
寸
乙
っ

信
閉
羽
生
涯
世

第
五
寸
二
笹

五
あ

部
本
批

日'1

11と
{L 

d，.明、。lkswirbchaftJiιilenProblelll 山 m11. Eichhofel Unlersuch¥lngen 
:h:reditfofl(b， S， 
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日
川
町
生
岸
刊

停
五
十
二
容

l叫

一五

3丘

第
五
抗

貯
苔
に
基
〈
伝
用
の
生
産
性

信
用
の
許

m'が
過
去
の
貯
北
品
川
に
北
〈
場
合
、
斯
か
る
ι
h
m
m
は
恒
川
県
本
に
よ
っ
一
-
加
何
仰
の
生
内
性
ル
一
設
押
す
る
か

t
J
H
2
1
 

』

d
1
3
1

許
川
一
せ
ら
れ
る
信
州
が
泊
代
官
川
町
た
ら
ば

そ
れ
が
信
川
端
本
に
也
按
に
働
き
か
け
て
生
産
刊
中
一
波
町
ず
る
も
の
で
友
い
草
は
制
ふ

迄
も
た
〈

時
泊
先
信
川
か
生
町
信
川
か
不
明
聞
な
る
抑
制
台
の
み
が
川
組
ー
と
左
る
の
で
あ
る
が
必
で
は
向
車
心
筋
め
に
咋
ら
川
直

を
生
直
信

m
k限
定
せ
血
ば
た
ら
ね
の
で
あ
る
。

己
に
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
貯
望
川
は
必
十
し
も
投
資
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
友
〈
、
自
然
に
枚
任
す
る
時
に
は
投
資
の
率
は
出
持
の

率
上
り
も
小
さ
い
の
が
普
通
で
あ
る
と
一
い
は
れ
て
ゐ
る
。
析
か
る
羽
合
に
は
、
市
叫
を
減
少
せ
し
め
伝
川
抜
本
の
利
川
胞
を
低
ト

L
延

ばい

たて
ら は
中生

ck 

~l: "'， 
dコ
fTc 1~~ 
!止で
は九:
/.¥. /1'" 

λ: す
れミ 0) 
lこ J

方を 土
け
る J
i1'i ':. 

在主
1(，] ~;~ 
しツJ

j云慢
でt 引
法 守 。〉

V )l~ 
主主
主 チ刀

E訟
におと

イよ て
査長

竹

:来
。)、

。〉

よ iul!
山 円

三 HyJ は
そ本
こ ら

で f立
民 fri
S の
Z 坪7
の"

古TI ~，エ
" 重をき "仇八、

了 7こ
でベ、 1ユ

出
帯
牽
と
投
現
率
と
を
一
致
せ
し
め
似
て
約
前
の
均
何
扶
態
を
資
現
せ
ん
が
筑
め
に
、
伝
川
の
撒
肢
を
糊
併
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

州
か
る
州
制
〈
日
に
於
け
る
伝
川
が

fh
川
基
本
に
よ
っ
て
生
応
性
を
波
町
す
る
科
肢
は
前
中
本
だ
古
分
取
り
と
は
い
ひ
仰
な
い
で
あ
ら
う
e

市
L
.
共
庇
で
は
終
常
的
た
生
巾
に
必
安
な
だ
け
の
投
資
が
行
は
れ
る

ι過
ぎ
忠
の
で
あ
っ
一
て
、
恨
令
、
都
一
休
せ
る
信
川
県
本
が
た
い

と
し
て
も

米
村
凡
才
プ
チ
7

ん
に
利
則
せ
ら
れ
ざ
る
信
州
地
本
主
何
度
に
利
川
せ
し
む
可
き
刺
戟
が
そ
れ
円
身
内
中
に
合
主
れ
て
ゐ

な
い
が
放
で
あ
る
。

ωち
折
か
る
揚
合
の
均
物
利

f
は
広
角
一
に
N
H

て
オ
プ
チ
マ
ん
た
利
，
j

京
と
え
る
を
件
な
い
の
一
で
あ
る
乙

え

m
u

に
↑
れ
の
如
き
粧
叫
仰
の
均
何
恥
態
に
於
て
狭
誌
に
h
白
け
る
信
川
基
本
山
オ
プ
千
マ
ル
に
利
川
せ
ら
れ
仰
る
と
限
定
し
て
も
、
町
告
に

品
く
併
川
白
川
肌
ハ
に
引
の
山
政
在
る
限
肢
を
認
め
ね
た
い
事
は
刊
ム
起
も
丘
い
断
で
あ
ら
う
ロ
紅
L
、
信
用
基
牛
は
著
し
〈
岡
山

e

悼
.

The gcnern! theory or empl川 ment，mt巴reo't::m(l了、lolle、， Jヤ)r'klIT V 1(eYnp. 
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に
川
J
U
Jも
の
で
あ
一
勺

斯
か
る
伝
川
を
以
て
吾
く
の
信
川
且
一
本
主
利
川
し

υ3q
事
は
奈
〈
不
可
能
な
る
が
前
で
あ
る
。
川
外
，
ぃ
叫
世

の
ん
れ
桝
は
決
し
一
均
術
絞
桝
で
は
な
く
、
共
応
に
は
市
に
均
術
古
川
肌
政
せ
ん
し
一
す
る
引
き
力
泊
仰
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
μ
ど
の

企
業
の
側
に
つ
い
て
凡
る
に

会
北
京
は
利
川
川
泊
及
の
矯
め
に
純
ゆ
る

T
段

E
J岬
宇
る
が
故
に

戒
は
此
れ
に
従
事
す
る
生
町
緒
川
釘

中
高
の
川
訓
刊
を
不
朴
川
正
少
な
か
ら
し
め
る
事
も
考
へ
作
可
く

克
仏
企
求
利
仰
が
北
一
ハ
の
斗
一
応
物
の
報
相
山
川
格
で
の
版
一
h
に
よ
っ
て
資
規

す
可
き
に
拘
は
ら
十
、
版
叶
別
件
聞
の
錦
め
に
抽
出
川
砂
利
仰
の
質
現
せ
ら
れ
友
い
必
合
、
も
あ
り
川
町
る
で
あ
ち
う
。

叉
作
以
特
資
本
の
側
に
う

い
て
凡
て
も
、
詐
興
せ
ら
れ
る
伝
川
の
的
帰
山
ち
飢
行
利
子
は
、
所
間
自
然
利
心
J

に
ご
放
せ
し
む
可
〈
企
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
日
川

者
が
銀
行
の
流
動
性
や
過
去
に
於
け
る
生
産
諸
事
情
抗
日
よ
り
存
仰
川
に
定
め
ら
れ
る
に
針
し
て

後
者
が
伝
川
消
山
川
ぺ
心
時
に
於
て
時
間

測
せ
ら
れ
慨
く
礼
、
の
後
の
矧
州
市
中
怖
に
よ
り
て
大
い
に
影
山
押
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
事
の
矯
め
に
、
両
者
の
一
一
放
を
別
待
す
る
事
は
誠
に
閃

昨
日
な
る
も
の
と
去
は
ね
ば
在
ら
ね
で
あ
ら
ろ
。
斯
〈
て
現
貨
の
終
怖
が
ふ
拝
円
却
に
均
術
政
能
を
質
問
山
し
伴
た
い
と
す
る
な
ら
ば
、
組
去

の
町
新
に
掠
〈
信
川
が
現
f

刊
の
信
川
県
本
に
よ
っ
て
川
制
度
に
共
の
生
町
刊
を
両
め
る
事
は
列
ん

E
別
仕
什
し
雌
〈
、
恨
人
H

信
川
県
本
の

市
町
川
又
は
浪
費
が
附
加
的
信
川
の
錫
合
よ
り
も
小
友
り
と
し
て
も
、
伝
川
の
生
叶
性
と
云
ム
問
山
よ
り
は
噺
か
る
戸
市
川
は
誠
に
不
充

八
刀
な
も
の
と
詰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

イ
れ
に
漣
べ
た
る
川
は
訓
ふ
r
止
も
た
く
円
山
終
消
の
下
に
於
け
る
欣
出
で
あ
る
。
然
る
に
今
、
凶
ー
'
到
に
土
る
引
力
た
る
終
消
統
制
が

行
は
る
L
事
と
た
れ
ば
、
川
前
に
け
説
〈
所
の
信
川
の
生
酢
相
は
如
何
な
る
影
山
間
パ
を
受
け
る
で

b
ち
う
か
。
た
づ
同
一
也
比
側
代
終
消
の
一
不
」

間
的
抑
祭
よ
り
、
小
市
だ
充
分
に
利
川
せ
ら
れ
ぎ
五
伝
川
北
島
小
平
が
あ
り
と
7
れ
ば
そ
れ
は
何
応
に
作
在

L
又
其
等
心
中
に
政
て
刑
川
れ

の
大
在
る
も
の
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
か
を
待
必
に
見
江
め
判
る
で
あ
ら
勺
。
加
之
、
伯
仲
叶
統
制
品
ぴ
小
川
山
町
統
川
等
に
ょ
う
て
、

同
氏
の
消
沈
刊
向
を
H
L
一
ー
し
て
投
資
率
の
い
明
大
を
則
し
作
可
〈
、
投
資
の
右
山
守
一
旬
、
持
噂
す
る
事
が
川
被
る
の
で
あ
る
c

明
/
¥
て
ポ

信
用
回
生
産
性

釘
仰
が
寸
二
巷

ヨ王
五

事
五
馳

j川



信
用
自
生
産
性

第
五
十
二
各

五
玉
川

第
五
批

l凡l
l叫

だ
利
則
せ
ら
れ
ざ
る
又
は
ぷ
だ
オ
プ
チ
マ
ル
に
利
川
せ
ら
れ
ざ
る
信
川
広
木
の
布
市
と
の
附
析
に
於
て
、
凶
川
山
川
作
の
中
市
川
し
川

革
開
と
の
オ
プ
チ
マ
ル
友
引
合

E
M珂
』
工
す
る
事
に
よ
っ
て
、
共
の
組
制
に
於
什
る
P
L
h

川
心
生
町
性
を
最
大
限
広
に
一
両
め
符
る
払
山
と

ひ
付
る
で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
殺
に
も
辿
べ
る
が
如
〈
、
信
川
県
木
山
刊
刈
刊
は
い
行

L
さ
引
力
性
に
抗
む
引
と
ー
先
ト
一
桁
加
に
川
じ

的
格
の
低
卜
を
除
悦
な
く
せ
ら
れ
る
事
と
の
お
め
に

此
の
必
合
に
も
山
川
北
ハ
の
利
川
を
充
一
分
に
い
此
し
仰
る
も
の
と
は
云
ふ
》
行
た

い
。
阿
賀
に
一
日
ひ
作
る
半
制
は
、
向
山
和

k

引
に
於
け
る
信
川
北
川
↓
併
の
松
川
又
は
小
山
山
江
が
氏
柁
じ
に
辿
け
件
ら
れ
る
事
と

同
氏
丸
一
州
人
情

間
に
と
り
て
口
以
も
必
裂
な
る
方
出
へ
吐
泣
が
仰
向
せ
し
め
作
ら
れ
る
市
中
と
、
川
間
(
私
自
ら
い
わ
此
れ
に
日
る
時
に
は
牝
ぶ
れ
を
峨
州
引
に
刊

L
℃
も
共
の
い
的
と
せ
る
生
立
物
の
増
加
を
判
官
却
し
作
る
と
一
一
戸
、
中
古
市
し
乙
で
あ
る
G

又
者
し
凶
誌
が
械
争
等
の
際
に

羽
生
産
に
役
J
M

た
ざ
る
け
川
の
生
産
の
錦
め
に
斯
か
る
信
川
房
一
利
川
す
る
な
ら
ば
、
布
川
弘
本
は
此
れ
に
よ
う
て
布
ろ
山
耗
せ
ら
れ
る
も
の
と
一
:
け
は
ね

ば
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。
出
ー
す
る
に
川
訟
に
北
〈
信
刊
の
生
洋
性
は

的
き
か
く
一
円
さ
一
信
川
法
本
の
港
時
に
伏
も
し
、
同
一
t
川
紅

Jm杭

制
に
よ
っ
て
此
れ
が
容
必
に
せ
ら
れ
る
と
一
古
ム
に
池
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
コ

四

非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
附
加
的
信
用
の
生
庄
性

過
去
の
貯
新
に
北
町
く
信
州
が
信
川
県
本
を
利
川
し
て
共
の
生
古
川
性
を
殻
判
す
る
事
に
批
て

ι均
九
叩
裂
な
る
山
也

ιも
し
な
い

山
川
凶
は
、
伝
川
が
附
加
的
に
川
刊
誌
せ
ら
れ
る
掛
合
に
、
此
れ
が
伝
川
北
本
を
開
削
し
て
北
(
の
生
古
川
性
を
投
却
し
作
品
科
段
舵
ぴ
に
尖
山

限ー

μ如
何
に
在
す
る
り
で
あ
る
。
而
し
て
、
附
加
川
信
川
が
非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
信
川
と
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
信
川
と
に
分
た
れ

M

点
は
信
川
蹴
民
心
土
刊
仏
河
川
川
広
が
論
ぜ
ら
れ
る
揚
八
U

に
、
多
く
は
此
の
生
産
性
心
却
に
附
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
県
し
て
恥

l
J心

阿
川
ル
百
一
限
定
が
一
川
市
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
川
信
川
と
引
に
る

lAt
の
ー
ミ
伝
川
北
本
利
川
肘
陰
を
考
察
し
牛
う
。

J
H
U
Z
J
〉
h

J

2

肝
U
H
C
H
疋
針

川
別
問
主
千
泌
心
引
引
に
弘
〈
山
川
口
川
で
あ
る
。
然
し
ん
1
っ
h
、
も
附
加
的
信
期
比
、
民

t
生
産

心
形
態
伝

A. l-Iahr】; a. a 内
9) 



世
ら
れ
た
る
川

ω
流
姐
副
杭
に
於
け
る
勝
目
力
の
一
時
的
な
小
見
宮
前
ふ
J
b
n
u
で
わ
る
か
ら

そ
れ
は
取
引
ぽ
介
出
後
一
い
自
ら
凶
作
内
ず

可
き
牧
民
主
日
ち
、
信
川
什
市
本
に
よ
っ
て
吐
泣
刊
を
A
U
H

抑
寸
る
し
」
一
エ
ム
↑
や
約
に
い
い
年
心
開
怖
が
夜
い
の
で
あ
る

か
ん
て
-
山
u
j
山
Z
U
モ

v

「
ノ
ヲ
山

ωγ
円
札
ペ

形

ω
削
引
に
法
い
て
肌
ハ
へ
ら
れ
る
川
の
附
加
川
信
別
に
つ
い
て
凡
る
に
、
北
ハ
れ

μ

い
市
川
の
制
治
に
よ
勺
て
生
泣
の
掛
川
加
を
慣
ら
さ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

信
川
県
木
の
も
J

札
一
叩
及
び
孔
の
利
川
科
皮
の
如
何
が
古
川
要
た
る
川
忙
を
た
す
ー
と
な
る
。

而
し
て
此

の
川
明
合
に
一
般
的
九
州
併
に
従
へ
ば
、
創
出
せ
ち
れ
た
ろ
附
加
的
信
川
が
よ
〈
信
川
北
本
号
一
利
川
し
て
問
問
の
生
産
性
を
設
押
す
る
た

ら
ば
、
貨
幣
信
川
M
I
D
増
加
は
生
白
物
の
附
加
に
よ
っ
て
平
仰
せ
ら
れ
る
が
此
に
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
と
は
な
ら
と
い
泊
、
然
ら

F
る
場

合
に
は
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
信
川
例
法
と
た
り
J
却
に
信
川
峨
民
の
引
役
な
る
限
界
が
ド
什
す
る
と
云
ム
の
で
あ
る
。
即
ち
-
，
e一芸
E
E

の
如
苦
も

附
加
的
信
川
を
ぽ
t

同
法
手
形
の
釧
引
に

A
一
〈
も
の
と
帥
泊
手
形
の
訓
引
に
北
〈
も
の
と
に
従
う
て

レ
に
本
勺
4
3
1
H
U
L
K川

F
F
山
市
!1JAM-

及
ぴ
川
生
一
月
的
信
川
貨
幣
の
二
柑
に
阿
川
し
、
川
町
生
白
川
信
川
品
川
特
と
即
も
そ
れ
が
イ
ン
ワ
ラ
チ
オ
ン
に
浮
か
な
い
伐
め
に
は
、
此
れ

に
よ
っ
て
新
技
せ
ら
れ
又
は
航

k
せ
ら
れ
る
八
日
誌
の
従
来
日
は
勿
晶
、
々
什
佃
終
怖
の
節
約
率
が
市
め
ら
れ
そ
れ
が
再
投
資
に
川
ひ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
主
践
し
て
ゐ
る
。
又
『
h
O
L
O
一
町
一
も
、
附
加
的
信
川
が
位
全
な
る
純
附
に
止
っ
て
ゐ
る
か
或
に
そ
れ
が
遇
政
に
同
町

っ
て
ゐ
る
か
は
、

生
誌
の
『
凶
め
に

mパ
へ
ら
れ
た
る
伝
川
が
泣
沈
じ
来
る
か
芥
か
に
よ
っ
て
知
ら
る
一
川
く

t
〉
問
主
、
し

;
1丈

f
〉
1

え
刀

H
J
σ

ミ
フ
日
刊
出
自
〆
イ

U
r
u
ィ

に
珠
洲
し
た
る
述
さ
で
起
う
た
な
ら
ば
、
此
の
信
川
は
m
M
A
H
附
加
的
信
川
で
あ
っ
て
も
、
此
れ
に

E
ハJ

て
芯
迎
さ
れ
た
る
生
λ

川
町
川

は
出
約
に
ト
ム
っ
て
行
は
れ
た
の
と
呉
ら
な
い
円

E
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
信
川
抑
似
の
引
奴
な
る
限
広
E
n
A
d止
め
ん
と
の
仁
一
民
は

%-
1数
，.)) 

.r之t

ニ1'-
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見
に
又

き
も

わ
設
な
る
景
気
政
策
と
し
亡
の
附
加
川
一
日
川
の
汁
川
時
従
っ
て
掛
川
仙
約
円
形
岐
に
は
一
定
的
一
制
限
が
お
り
、
ユ
れ
は
川
山
川
市

約
が
北
川
帆
的
知
吉
明
川
内
に
町
山
政
的
節
約
に
白
根
へ
ら
れ
る
場
合
に
の
み
刈
さ

Z
可
き
も
の
と
凡
て
ゐ
る
の
で
あ
る

r
川
町
の
生
原
性

部
五
十
三
智

五
五
五

ド"
百

事
五
披
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信
用
山
生
産
性

第
泊
十
二
巷

五
五
六

第
五
拡

阿
六

然
ら
は
右
の
如
き
非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
な
信
川
と
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
方
信
川
と
の
院
別
、
従
う
て
信
朋
杭
阪
の
引
抜
限
度
は

拾
に
明
利
に
知
る
事
が
刊
来
る
で
あ
ら
う
か
c

巳
に
明
ら
か
な
る
が
如
〈
、
阻
(
へ
ら
れ
た
る
伝
川
が
泊
皮
で
あ
っ
た
か
温
肢
で

F
う

た
か
は
、
従
っ
て
ぞ
れ
が
非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
で
あ
っ
た
か
又
は
イ
ン
フ
フ
チ
オ
ン
的
で
あ
う
た
か
は
、
北
(
の
品
川
市
現
象
に
ょ
う

て
初
め
て
判
定
し
仰
る
の
で
あ
っ
て

品
作
山
川
許
興
の
ん
日
川
判
よ
り
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
し

勿
-
一
川
、
前
九
叫
の
如
き
附
加
的
伝
川
心

平
何
又
は
還
流
は

財
の
生
産
よ
り
治
則
に
主
る
則
聞
の
い
K

い
科
選
ぐ

X
知
い
科

Y
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
し

叉
北
パ
の
口
十
さ
は

銀
行
利
子
と
白
然
利
子
と
の
聞
き
の
大
さ
如
何
従
っ
て
附
加
的
信
川
の
対
如
何
と
生
町
諸
要
認
の
利
川
科
医
の
如
何

r
よ
っ
て
知
ら

れ
る
で
あ
ら
う
が
、
根
本
的
忙
は
利
川
し
ね
可
音
信
川
北
川
本
が
明
刊
に
知
ら
れ
な
い
限
り

斯
か
る
附
加
的
信
刊
が
非
イ

γ

フ
ラ
チ

オ
ン
的
な
り
や
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
危
り
や
を
知
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
泊
常
、
遊
休
生
町
力
の

h
す
お
川
は
附
加
的
信
川

の
許
血
一
も
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
な
ら
な
い
と
お
は
れ
、
信
川
抗
扶
の
訂
放
限
ー
い
は
を
此
の
引
に
求
め
ね
ば
な
ら
ね
と
日
は
れ
て
ゐ
る
が
、

此
の
組
閣
内
に
於
一
」
も
信
川
の
一
生
産
性
は
充
粍
州
川
平
に
は
考
へ
符
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
先
づ
、
附
加
的
信
川
が
非
イ
ン
ワ
ラ
チ
オ
ン
的
な
り
と
一
古
は
れ
る
の
は
、
州
日
川
不
完
全
口
駅
仙
の
削
担
に
立
う
揚
合
が
事
/
、

R
4
2
2
の
か
〈
失
業
者
む
存
杭
を
前
ー
叫
し
、

Z
Z
の
如
〈
欠
業
者
と
原
料
品
と
の
抗
抗
を
巧
へ
る
場
介
が
多
い
。
川
叫
ん
州
市
の
如
き

回
収
狭
義
の
信
川
北
山
本
D
h
f
十
代
が
明
献
に
認
識
せ
ら
れ
る
時
に
は

附
加
的
信
川
の
生
百
世
は
品
川
ん
ど
疑
ふ
絵
地
の
た
い
州
で
は
あ
る

が
、
然
し
此
の
一
抑
制
ん
け
に
も
向
花
山
叫
す
可
吉
弘

1
の
事
柄
が
品
す
る
の
で
め
る
ご
山
ち
、
似
八
H
芥
働
力
中
川
町
村
刺
の
ん
則
合
一
生
昨
嬰
去
に

し
て
よ
佐
川
の
弘
の
が

h
す
る
と

l
て
も
、
れ
し
此
等
心
生
首
削
岩
L
引
を
市
放
に
結
合
し
て
羽
生
百
を
始
む
可
き
L

叫
術
が
ん
川
出
し
て
む

た
り
、

又
は

φ
〈
共
生
前
諸
民
京
の
前
山
科
山
間
同
m
lパ
の
仙
の
草
川
川
に
よ
っ
て
~
て
む

r
U
7
1
γ

ん
た
飢
ム
い
を
い
制
什
ら
れ
る
接
合
に
は
、
攻

は
改
則
せ
ら
れ
た
る
が
如
き
生
在
地
川
加
を
仙
引
か
ざ
る
本
も
あ
わ
仰
る
で
あ
ら
う
。
匹
に
い
辿
知
新
企
殺
の
開
始
後
詰
示
制
民
於
で
傍
貨

f
 a
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n
d
f
 

E
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古
川
が
明
大
す
る
と
刊
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
い
川
、
市
川
か
る
掛
'
A
U

に
持
耐
力
の
不
正
よ
り
持
活
が
曲
出
に
脳
廿
ず
早
と
ぜ
ば
、

利
潤
は
此
れ
に
年
は
れ
て
生
一
寸
の
柑
加
は
停
止
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
止
下
、
又
民
到
に
、
持
淀
川
狩
が
雌
少
と
な
る
場
合
に
は
、
新
生

旅
物
が
取
町
停
山
川
を
旅
し
た
む
抽
出
削
せ
し
似
体
で
政
政
せ
ら
れ
ね
背
中
が
起
る
か
も
仰
れ
む
の
で
あ
る
o

問
に
残
さ
れ
た
る
伝
川
法
本

は
、
巳
に
利
川
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
よ
り
も
、
信
刊
の
生
河
川
性
を
波
町
せ
し
め
る
上
に
於
て
従
持
の
劣
れ
る
の
が
叫
辿
で
あ
旬
、
川

知
ポ

も
は
同
さ
れ
た
る
信
別
謀
本
の
中
で
も
そ
の
純
度
が
杭
々
で
あ
る
か
ら
、
H

却
に
伝
川
県
本
の
撰
搾
と
一
エ
ム
事
と
、

阿j
}III 

l'I'.j 

1H 
11I 
0) 

f1"! 
}JII 

に
件
ひ
従
っ
て
伝
川
北
川
本
の
利
川
し
対
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
信
川
の
生
昨
れ
が
廼
似
し
行
〈
と
一
五
ム
事
と
が
充
八
J

に
出
品
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

五

イ
Y

フ
ラ
チ
オ
ン
的
附
加
的
伝
用
の
生
産
性

信
川
の
生
司
性
忙
闘
し
、
従
っ
て
信
川
誠
九
叫
の
れ
放
限
度
に
凶
附
し
て
品
も
川
凶
の
心
す
る
の
は
、
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
た
る
附
加

的
信
川
と
岬
ば
る
ー
、
も
の
に
就
て
で
あ
る
。
今
、
信
川
の
見
産
性
に
附
し
て
辿
べ
ら
れ
た
る
契
り
た
る
凡
仰
を
一
川
み
る
に
、
光
づ

〕

Z
E
Z
Z司
は
「
信
川
の
摘
践
に
よ
っ
て
経
済
日
動
が
旧
怖
に
せ
ら
れ
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
が
利
治
せ
ら
れ
る
も
の
で
も
た
く
又

賓
が
除
か
れ
る
も
の
で
も
な
い
、
噌
一
時
的
に
貧
が
陰
併
せ
ら
れ
ね
が
以
揃
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
」
と
辿
べ
、
芹
一

E
E

は
「
附
加
的
信
川
む
制
活
は
、
そ
れ
に
胞
ヒ
て
生
院
が
附
十
ヘ
せ
ら
れ
従
勺
一
一
資
本
の
形
成
が
友
さ
れ
る
抑
制
ん
は
に
、
初
め
て
立
設
が
あ

る
」
と
巧
へ
て
ゐ
る
。
然
る
に
ご
ニ
E
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
伝
川
梢
阪
は
分
配
の
縫
化
を
泊
じ
て
川
川
の
生
直
を
柄
小
ヘ
せ
し
め
る
も

の
で
あ
り
れ
し
信
川
蛾
川
町
が
行
は
れ
な
か
う
た
な
ら
ば
ん
1
d
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
綜
た
川
町
が
怖
か
ら
例
り
川
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

而
し
亡
此
等
一
一
一
つ
の
兄
仰
の
中
で

-
F戸。一】一ロ℃

の
一
況
が
山
市
民
に
恥
り
上
げ
る
だ
け
の
似
い
な
き
市
中
は
制
ム
迄
も
な
く

ゲ
各
自
】
門
戸
は
JM
誠
一
の
非
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
た
附
加
的
信
別
を
問
題
と
せ
る
事
が
明
ら
か
で
め
る
。
昨

=
u
r
z
に
五
ワ
一
-
は
、

信
用
の
生
法
性

第
十
万
寸
二
巷

五
五
七

都
王
蹴

円

七
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信
用
の
主
席
件

第
五
十
二
容

r~ 
J又

宜

五

八

第
五
抗

院
に
認
に
所
前
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
附
加
的
信
附
の
南
陵
性

E
m汎
し
て
ゐ
る
羽
に
瓜
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
判
に
於
て
は
的
議
ぷ

の
州
北
と
し
て
最
狭
義
の
信
川
弘
木
寸
ち
ど
の
程
度
に
利

mし
札
印
さ
れ
て
ゐ
る
酌
が
明
ら
か
と
せ
ら
れ
て
ゐ
在
い
。
政
々
は
京
ろ
、

町

出

C
E
5
4
0
E
に
於
付
る

E
E
t
p
c
g
の
巧
へ
方
、
即
ち
附
加
的
信
刊
に
よ
っ
亡
生
内
高
山
正
お
の
会
〈
新
ら
し
を
ぶ
に
は
特
へ
が
行
ば

れ
此
れ
に
よ
っ
て
新
ら
し
き
止
院
が
資
現
せ
ら
れ
る
と
凡
る
鼎
に
、
よ
り
純
粋
た
る
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
川
附
加
的
信
川
の
生
昨
性
を

見
取
る
事
が
川
市
叩
る
の
で
あ
る

D

今
設
で
、
附
加
的
信
別
の
釧
珪
よ
り
新
ら
し
き
止
泣
品
川
i

加
に
一
オ
る
池
砕
を
詳
細
に
辿
ベ
円
心
事
じ
此

れ
を
泣
け
た
い
の
で
あ
る
が
、
哨
此
の
抑
制
合
に
h
p

け
る
信
川
基
本
心
行
へ
方
如
何
が
、

イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
附
加
的
一
U
M
の
宅
市
恒

に
附
し
て
、
軍
要
な
る
お
特

E
m一
へ
石
川
以
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

山
、
正
づ

信
川
什
桂
木
を
ば
た
え
#
引
の
引
い
杭
と
か
叉
は
遊
休
川
町
川
川
口
m
の
堆
砧
と
か
純
粋
的
態
川
に
而
も
肘
刊
誌
の
ぺ
同
嬰
楽
に
山
定

寸
る
む
ら
ば

F
F戸
E
-
v
o
E
の
如
き
附
加
的
信
川
の
利
治
は
明
ら
か
に
イ
ン
フ
ラ
千
オ
ン
的
附
加
的
信
川
で
あ
い
川

-

通

過

}

同
も
由
カ
ym

附
川
判
的
伝
川
も
向
よ
く
4
4
H

の
生
産
引
を
後
抑
し
得
る
も
の
と
一
百
は
ね
ば
た
ら
ね
。
従
っ
て
、
附
加
的
信
川
は
計
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
の

相
場
九
日
に
む
み
共
の
生
産
性
を
夜
開

L
作
る
ー
と
か

附
加
的
信
刊
の
引
放
な
る
弧
張
問
肢
が
信
川
端
本
L
よ
勺
一
て
限
一
ん
せ
ら
れ
る
と
か

は
云
ひ
符
な
い
事
と
た
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
M
L
L
、
日
h

川
非
木
を
利
々
山
誌
に
仰
し
て
、
巾
引
に
未
使
川
内
欣
佐
に
あ
一
る
4-
町
河
市
立

索
の

μ什
め
置
の
み
に
山
山
t町
中
、
技
術
の
災
住
に
仲
ふ
ル
川
内
諸
一
叫
…
い
刊
の
紋
ヰ
心
的
寸
、
を

4
此
れ
に
八
F

れ
ま
し
め
る
た
ら
ば
、
日
μFE--E-EC-

に
於
け
る
が
如
き
附
加
川
伝
川

ω仰
泡
は
円
以
い
ー
や
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
で
は
な
い
事
と
な
り
、
附
加
的
信
川
制
活
の
れ
殻
限
度
引
い
伝

川
北
川
本
に
よ
っ
て

τ規
正
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
共
の
限
度
を
川
山
科
す
る
誌
は
内
ん
と
不
可
能
と
た
る
で
あ

ι勺。

伝
刊
五
本
主
如
何
に
附
す
一
円
さ
か
と
云
ふ
事
が
川
び
問
問
一
内
五
耐
に
肌
は
れ
山
内
る
の
で
あ
る
が
、
巳
に
前
述
白
恥
〈
、

L
川
の

4
K川
性
が

U
川
北
ぃ
併
に
上
っ
て
町
四
せ

b
れ
る
と
一
千
ふ
町
市
柄

4
b
、
村
川
川
地
取
は
此
れ
を
よ
h
同
義
民
解
す
る
事
印
刷
型
動
向
、
仏

で円
J

、一J
」、

割
〈
↑
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h
リ

it行
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
拙
ら
ば
信
川
北
本
の
附
志
は
如
何
な
る
v

利
躍
に
足
時
砧
ぜ
ら
れ
同
る
か

ν

此
p
，ナ♂

ι

世
ρ
1
J
m
J
H
U

に
リ
川
に
判
け
た
る
川
土
。
明
ら
か
で
あ
る
や
ぷ
川

U
1ー
の
例
を
ふ
忠
ぐ
れ
ば
4
1

心
川
会
一
場
合
が
均
へ
ら
れ
る
口
さ
わ
る
c

市
川

I'り
、

τ
い
Hμ
♂

}

L
-
1
7
l
i
 

よ
っ
て
白
山
政
に
動
n
H
せ
ら
れ
る
も
の
に
就
て
↑

n
へ
ば
、
前
仰
向
山
如
き
未
使
川
又
は
オ
プ
チ
マ
ル
に
利
川
せ
ら
れ
ど
る
納
ゆ
る
生
古
巣

去
が
ホ
プ
ヂ
マ
ル
に
利
川
し
掠
さ
れ
た
伎
に
於
て
も
前
代
川
口
川
の
利
川
が
巧
へ
ち
る
吋
く
、
一
見
に
技
柿
の
近
歩
は
北
ハ
の
純
似
を
帆
4

限

一
日
人
間
接
に
利
川
吐
ら
る
可
音
信
川
基
本
に
就
て

は
一
一
一
同
ふ
に
及
ば
宇
、
信
別
抗
販
の
時
期
及
び
方
訟
を
閥
的

L
t
、
新
投
資
を
場
所
的
時
間
的
に
分
散
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
よ
り
低
索

、、

の
信
用
蛾
阪
に
よ
っ
で
上
り
山
市
昨
の
州
立
民
を
山
中
げ
件
可
〈
、
此
の
事
日
間
が
又
一
つ
の
信
川
悲
本
と
な
り
仰
る
で
あ
ら
う
。
山
中
勺
信

に
柿
日
叫
し
作
る
と
共
に
、
代
川
口
川
を
し
て
代
川
口
川
た
ら
J
ら
し
め
る
で
も
あ
ら
う
。

別
忠
本
の
弾
力
性
は
組
め
て
大
き
く
、
殆
ん
ど
無
限
に
杭
川
町
し
作
る
も

ω
と
も
児
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
れ
の
如
ぐ
に
信
川
県
木
の
概
念
が
始
ん
ど
無
限
に
昨
日
町
駅
せ
ら
れ
得
る
ほ
而
に
川
町
て
、
附
加
川
戸
川
刊
の
例
法
に
作
ム
r
f

利
ハ
耐
も
亦
此
れ
を
見
逃
L
mけ
な
い
の
で
あ
る
。
山
ち
記
づ
、
附
加
的
信
川
の
蹴
阪
に
よ
っ
て
信
川
品
本
が
似
伎
に
利
川
せ
ら
れ
来
る

と
、
仮
令
銀
行
流
動
性
の
語
化
従
勺
て
銀
行
利
子
の
勝
立
を
無
糾
し
て
も
、
信
川
比
端
本
主
前
述
す
る
お
め
の
武
川
が
刊
日
大
す
る
で
あ

ら
う
し
、
他
方
に
は
信
別
基
本
自
仰
の
投
球
も
低
下
す
る
を
兄
が
れ
仰
な
い
吋
川
市

ι未
使
川
心
生
淀
川
女
宅
が
利
川
し
泌
さ
れ
、
佐
川
町

基
本
心
よ
り
オ
プ
チ
7

ル
友
利
川
の
ぬ
め
に
生
時
抗
要
素
の
結
合
特
へ
が
行
は
れ
る
に
主
れ
ば
、
此
等
生
角
川
流
安
出
去
の
川
ヘ
ヰ
削
機
に

必
く
山
市
撚
の
損
失
は
刺
市
大
た
る
も
の
と
云
は
ね
ば
左
ら
む
り
で
あ
る
の
帥
ち
伊
一

E
E
が
「
附
加
的
信
川
の
仰
H
1
U
は
、
不
完
忠
一
応

怖
よ
り
完
全
保
山
川
へ
と
進
む
に
従
ひ
、
信
問
例
治
に
仲
ふ
不
利
を
山
ん
服
し
て
生
産
府
加
を
刺
伐
寸
刊
か
ご
利
一
仕
機
合
を
た
ふ
に
十
世
ふ
一
」

と
干
一
作
品
す
る
所
以
も
亦
政
に
有
す
る
の
で
あ
る
。

斯
く
て
要
す
る
に
、
附
加
的
信
川
の
生
昨
性
は
、
純
粋
た
る
経
桝
原
則
の
上
に
允
う
限
り
、
信
叩
例
法
に
よ
う
て
作
ら
れ
る
利
証

刊
九

信
州
の
生
産
性

第
五
イ
二
巷

五
五
九

部
五
蹴

Sclunitt; a. a. (). S. 184 21) 



五

O

と
此
れ
に
件
ふ
所
の
不
利
ハ
俳
B
F
一
が
均
術
す
る
砧
に
迄
溌
町
廿
一
ら
わ
る
認
で
は
あ
る
が
、
際
昧
に
概
念
せ
ら
れ
た
る
信
川
格
上
仙
の
士
引
い
出

信
用
の
生
産
性

第
瓦
十
二
審

五
六

O

第
五
掠

に
従
う

t
f
m
m
獄
張
の
限
度
を
規
定
し
た
り
、
又
は
此
れ
に
基
い
て
附
加
的
制
治
信
川
心
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
的
た
り
や
否
十
を
阿
川

す
る
事
は
此
れ
を
討
さ
れ
得
た
い
の
で
あ
る
。

4 ，、
昨
界
経
済
と
伝
用
の
生
産
性

伝
川
が
伝
川
比
十
併
に
よ
っ
て
共
の

Hr--町
刊
を
殻
押
す
る
事
に
闘
し
、
従
来
一
巡
ペ
松
市
う
た
川
は
山
川
ム
迄

t
な
く
例
々
の
凶
以
配
桝
に

就
て
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
北
ハ
心
情
附
ぷ
本
は
州
民
統
例
的
信
町
本
木
と
糾
す
刊
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、

'
A
I
叩
非
れ
桝
ス
は
ん
叩
〈
u
H

ハ刊

界
粧
品
川

ι於
付
る
一
環
と
し
て
の
凶
民
約
怖
を
巧
へ
る
た

ιば
、
伝
川
基
本
及
び
此
れ
に
よ
る
信
川
の
生
内
れ
に
計
イ
山
修

H
E加

へ
ね
ば
な
ら
む
の
で
あ
る
。
即
ち
、
先
づ
伝
川
以
本
の
概
念
そ
の
一
も
の
は
川
州
民
経
済
的
信
川
本
本
と
児
ら
た
い
の
で
あ
乙
が
、

q
L

〈
生
産
諸
要
索
の
中
に
就
て
い
凡
て
も
、
例
へ
ば
一
同
に
右
点
せ
る
問
料
に
し
て
他
凶
に
産
山
せ
ざ
る
も
の
が
あ
り
、
え
は
川
酬
を
具
に

す
る
に
従
つ

τ共
の
弊
働
力
に
釘
的
U
F一
的
の
実
現
、
が
U
J
9
Z
等
、
地
域
の
山
紋
に
従
っ
て
信
別
法
本
山
純
削
門
容
を
少
、
に
す
る
と
吐

ば
、
此
れ
を
刺
川
し
川
村
可
吉
凶
氏
制
作
品
川
に
長
け
る
信
川
の
生
詐
制
は
又
自
ら
呉
る

r

叶
雪
宵
円
で
あ
る
c

一
聞
し
て
此
の
事
は

一
同
が
貯

山
同
な
る
川
町
料
品
を
供
給
し
而
も
同

の
貨
幣
制
純
に
凶
す
る
U
W
民
地
主
判
っ
か
拍
た
ざ
る
か
に
従
ひ
、
北
(
の
信
州
内
生
年
牲
が
著
し

く
晃
一
る
事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
た
る
所
で
あ
る
。

Mm川
ら
ば
件
、
だ
七
併
を
川
一
に
し
針
作
川
肢
を
叫
一
に
す
る
所
内
凶
民
経
情
間
に
あ
っ
て
は
市
心
関
係
は
知
山
川
に
た
る
か

八
I
M
削
除
的
円

ル
川
主
誌
を
前
挺
す
れ
ば

比
較
生
庄
山
町
詑
に
従
っ
こ
件
同
開
札
へ
に
厄
も
叫
刊
誌
~
内
苦
伝
川
弘
本
心
利
川
の
勾
め
に
信
川
中
山
町
ひ
ら
れ
、
骨
h

川
の
作
山
片
世
口
卜
へ
い
に
仙
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
C

M

勾
品
、
品
川
酬
に
胎
け
る
信
川
嶋
有
山
地
車
に
つ
い
て
比
仏
製
慢
位
白
嶋
監
加
も
へ
な
ら



ざ
る
時
に
は

信
川
の
ん
法
可
州
け
は
光
科
内
-
3
4

ら
た
い
で
あ
ら
う
し

豆
に
令
十
年
杭
主
将
八

F
J
川
の
み
に
つ
い
て
見
れ
ば

市
川

u

柿

以
に
刊
ふ
放
率
の
逓
減
と
筒
林
相
場
内
川
一
別
化
と
の
伺
め
に
、
北
口
火
山
市
利
川
け
が
泌
め
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
た
い
で
あ
ら
う
c

然

し
乍
ら
羽
か
る
前
提

ιι
っ
て
も
、

r
A
L
作
凶
が
同
一
階
訓
を
以
て
伝
川
を
蹴
保

L

史
に
J

入
金
本
位
山
刊
川
に
よ
っ
て
協
料
相
以

の
安
ど
が
仰
げ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
断
か
る
場
合
に
ゐ
け
る
伝
川
の
止
し
可
れ
は

封
鎖
的
た
る
凶
民
絞
消
に
於
け
る
場
介
よ
り
も
活
か
に

ト
ヘ
な
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
む
の
で
あ
る
。

ロ
ム
迄
も
な
く
目
以
近
の
川
凶
作
銅
山
内
秩
序
は
も
の
如
昔
前
北
L

一
は
会
く
れ
ほ
し
、
凶
際
的
支
山
抑
制
改
は
立
紙
一
叫
裂
と
な
り
、
々
汁
川
附
u』
ハ

同
抽
北
竹
川
相
抑
制
は
似
h

凡
な
る
凡

H
m統
制
に
よ
ツ
て
剖
引
け
に
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
凶
際
取
引
の
不
安
川
刊
巾
ツ
は
少
く
υ

川
正
一
山
川
雪
山
肌
山
作
詐

北
川
の
一
段
と
し
て
の
凶
民
経
怖
を
巧
へ
作
し
め
な
い
の
で
あ
る
。

fだ
J 〆J

布
川
広
本
山
川
間
際
的
利
川
ゃ
れ
い
刊
心
止
司
刊
を
今
日
川
め
る

事
等
は
モ
則
巧
へ
行
た
い
の
で
あ
る
が

巳
に
設
け
七
を
州
め
た
る
析
ら
し
が
こ
秋
げ
げ
の
ド
に
川
町
什
ヲ
訂
版
城
れ
怖
の
刊
止
は

A
U
h
十
目

川
の
生
産
性
を
い
的
む
る
冊
川
ぃ
へ
た
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

七

結

2 .. 

私
が
小
平
一
仙
に
於
て
試
み
た
る
じ
た
る
巧
祭
の
針
奴
は
、
む
づ
也
ル
再
生
λ

川
九
心
什
す
る
山
は
信
川
山
肌
以
に
よ
っ

1
K作
を
川
市
川

L

仰
る
が
、
此
の
限
度
主
魁
え

τ
の
信
川
術
振
は
山
引
に
物
価
の
勝
山
を
市
引
す
の
み
で
あ
一
つ
℃
佐
南
増
加
の
炊
川
市

E
恥
げ
作
た
い
と
-
U
J

市
す
の
ぽ
プ
川
円
で
あ
っ
た

そ
し
て
次
に
は
、
此
の
問
題
と
闘
聯
L
て
附
加
的
信
川
の
創
出
が
イ
ン
ノ
-
ノ
チ
オ
ン
的
な
も
の
と
然
ら
ざ
る

も
の
と
に
殻
慨
に
同
別
し
作
る
や
と
一
五
ム
事
で
あ
っ
た
。
印
私

J

、
信
川
山
首
肌
一
が
資
本
の
形
成
生
市
の
明
加
を
慌

L
仰
る
も
の
で
あ

る
と
一
一
ム
ム
事
迄
は
山
町
四
が
も
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
日
正
に
伝
川
時
山
川
町
山
七
妓
た
る
限
民
を
遊
休
生
出
川
ー
と
五
ム
不
明
耐
た
概
念
に
よ

っ
て
規
定
し

此
れ
を
ば
非
イ
Y

ブ
ラ
ヂ
オ
ン
的
た
も
の
一
と
す
る
事
山
安
市
同
性
を
検
討
し
大
の
で
あ
る
令

ー
川
川
町
生
時
制

部
官
l
二
笹

都
江
別
扱

"'1i. 



信
用
の
生
産
性

体
五
!
こ
巷

主
六

第
五
蹴

プl

相
川
ふ
に
現
時
む
我
闘
に
於
け
る
が
如
〈
、
閥
次
の
総
力
を
県
げ
て
生
底
抗
苛
に
咋
念
せ
ね
ば
な
ら
お
秋
に
、
銀
行
山
流
動
引
と
一
式

ふ
が
如
き
も
の
は
信
川
の
仙
州
政
を
制
限
す
る

m
k於
て
共
の
立
誌
が
粧
ぐ
、
遊
休
生
産
ね
の
右
折
向
に
よ
っ
て
信
川
杭
r
H
の
限
度
を

九
究
め
ん
と
す
る
ト
々
が
出
r
v
り
立
誌
の
北
在
る
も
の
が
存
す
る
で
あ
ら
う

然
し
乍
ら
此
の
場
合
に
行
へ
ら
れ
て
ゐ
る
遊
休
生
町
力

は
、
片
山
働
力
又
は
版
料
材
料
と
-
ム
ふ
が
如
き
狭
義
の
生
産
削
町
議
の
品
作
旦
…
叩
で
あ
っ
ザ

斯
か
石
川
市
町
要
議
の
遊
休
せ
る
も
の
が
設
さ

れ
た
か
ら
と

凡パの
J

伎
の
信
川
畔
川
町
山
が
む
微
に
生
産
品
川
U

加
の
佐
川
正
を
公
然
山
端
げ
件
な
く
た
る
L

二
ア
」
ふ
の
で
は
な
い

投
々
は
山

J

ろ
、
泣
休
刊
一
庄
九
に
市
る
可
吉
信
用
悲
本
の
概
念

E
抗
駅
し
て

信
川
の
生
昨
刊
が
附
加
的
信
川
の
清
院
に
従
っ
て
返
吠
遁
減
し

は
行
く
が
、
向
共
応
に
制
限
な
る
仰
心
性
の
あ
る
事
を
州
ら
ね
ば
左
ら
む
の
で
あ
る
。
プ
小
川
d
m
A

九
、
過
去
に
貯
新
せ
ら
れ
た
る
も
の
を

信
川
に
よ
っ
て
投
資
せ
し
め
る
の
み
で
は
全
〈
畑
意
義
で
あ
る
一
一
叫
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

G

而
も
斯
〈
見
る
時
に
は
、
附

川
崎
信
肝
心
聞
に
イ
ン
フ
一
ア
チ
λ

ン
仰
な
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
股
怖
に
川
判
別
す
る
事
も
亦
不
一
叶
能
に
た
る
の

t
あ
る
c

要
す
る
に
、
本
稿
に
於
℃
述
べ
た
る
杭
倒
的
た
る
耐
を
州
川
市
に
辿
ぶ
れ
ば
吹
山
如
〈
で
あ
る
。
印
ち
附
加
内
信
川
の
誹
阻
ハ
は
次
第

に
共
の
奴
某
を
活
減
し
つ
つ
も
品
川
ん
と
仰
'
限
に
生
産
性
を
収
納
し
、
同
時
に
生
守
型
宗
の
川
沿
い
仰
岐
に
法
ノ
、
陛
撚
等
心
不
利
が
弐
お

に
遮
増
ず
る
。

而
し
て
此
M
1
1

の
利
従
と
不
利
証
L
」
の
均
約
す
る
出
払
却
ち
終
消
上
オ
プ
ヂ
7

ん
た
信
川
猟
仏
限
院
と
一
エ
ふ
が
が
川

来
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
現
時
の
技
凶
に
於
け
る
が
恥
く
、
間
四
一
也
会
関
心
枝
川
之
は
同
夜
心
目
的
遂
行
と
一
エ
ム
事
が
、
加
帆
川
れ
抗
川

に
於
け
る
奴
川
の
的
和
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
限
り
小
引
の
如
ナ
一
口
時
で
の
オ
プ
チ
7

ん
た
伝
川
拡
川
町
限
度
は
ね
い
十
ざ
安
バ
ぃ
同
し
た

く
な
る
。
即
ち
同
安
心
刊
的
巡
行
の
お
め
に
れ
も
は
ザ
山
主
た
る
方
州
へ
生
可
を
心
的
機
寸
『
官
民
め
に
、
川
町
刈
た
る
主
般
的
統
一
附
統
川
の
下

に
、
右
の
限
広
を
起
え
て
的
信
川

E
弧
山
山
寸
可
雪
本
も
巧
へ
ら
れ
る
し
、

J
1
は
又
川
作
山
叫
ん
(
心
抑
制
の
一
F
に
川
慌
に
引
ぐ
信
刊
を
以

て
し
て
も
阿
紋
の
結
果
が
寅
叫
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

市
立
は
、
終
桝
阿
川
の
オ
プ
ヂ
マ
ル
在
信
別
抗
張
限
度
か
ら
、
同
夜
間
的
の
筑

め
の
オ
回
フ
チ
マ
ル
た
信
川
山
町
別
限
度
ヘ
ル
ゆ
ら
ね
ば
註
ら
ぬ
と
云
ふ
む
で
あ
る
。




